
中国・アジアでのインターンシップの実際 2004年 3月 19日(金) 
時 間 講 義 項 目 

10：00 
～ 

11：20 

□〔城西国際大〕中国でのインターンシップの展開 
～国際的なキャンパスで磨かれたセンス、実践の場へ～ 

城西国際大学  孫根 志華 
海外インターンシップは城西国際大学の特色ある実践教育の一つです。国際経営学科の学生は３年次の夏休みを利用して、
中国経済発展の最先端都市の上海に進出している日系企業や経済開発区での研修、及び海外大学での講義を受けること等を通
じて、これまで勉強してきた知識を確認し、活かしながら、国際感覚を養い、国際ビジネス現場で必要とされる能力を自分自
身の目で理解し、感じ取ることをねらいとします。 
１．事前授業／目的：①国際インターンシップとは何かを理解する 

②国際ビジネスマナーを学習する 
③中国経済及び中国に進出している日系企業の発展動向を研究する 

２．現地研修実施 
・現地大学教員による中国経済特別講義  ・日系企業研修（金融、電器メーカー、不動産開発、商社等） 
・上海証券取引所見学及び特別講義    ・留学生創業園見学 
３．事後授業／目的：①研修成果を確認する 
        ②国際ビジネス現場での体験と今後のキャンパスの学習を結びつける      〈質疑応答〉 

11：30 
～ 

12：50 

□〔亜細亜大〕アジア夢カレッジ「キャリア開発中国プログラム」の始動 
～４年一貫のアジア教育／留学＋ビジネス実習～ 
               亜細亜大学   鯉渕 信一 

１．プログラムの理念・構想 
２．４年一貫のキャリアデザイン 

(1) カリキュラム体系     (2) ４年一貫ゼミを中心とした指導 
３．協賛企業との幅広い連携 

(1) 学生選抜から卒業まで   (2) 学内外での教育連携 
４．中国派遣留学とインターンシップ 

(1) 語学・文化・社会を学ぶ  (2) 産学連携のビジネス研修     〈質疑応答〉 
昼 食 

13：50 
～ 

15：10 

□ 〔広島経済大〕アジア･太平洋９カ国(地域)・最大30人規模の海外インターンシップ 

～17企業の協力による国際地域経済学科の取組み～ 
        広島経済大学   鈴木 文三 

１．背景と狙い 
(1) 広島経済大学経済学部国際地域経済学科とは 
(2) 国内・海外インターンシップ(特別演習)の位置付け  (3) 国内・海外インターンシップの狙い 
２．国内・海外インターンシップの概要と特色 

(1) 演習運営の概要と特色  (2) これまでの経緯と実施規模  (3) 推進体制 
３．海外インターンシップの実際 

(1) 例１ 中国  (2) 例２ ベトナム  (3) その他の事例 
４．海外インターンシップ実施のための準備と困難さ 

(1) 学生の準備：異文化交流・コミュニケーション能力、研修課題の設定 
(2) 企業における研修プログラムの準備  (3) 渡航準備、生活環境の確保 
５．評価と今後の課題 

(1) 学生の評価  (2) 企業との関連  (3) 今後進むべき方向       〈質疑応答〉 

15：20 
～ 

16：30 

□  中国へのインターンシップの最新動向と支援業務 
 ～初の中国専門インターンシップ事業、受入機関・コスト・研修後～ 
      (株)ＪＣＣ 中国文化交流センター   高畑 直史 

１．中国と日本の経済状況――近年の両国を比較して 
２．日本の就職状況 
 ・日本型雇用が変化している  ・若者意識が変化している  ・海外就職も選択肢のひとつ 
３．インターンシップとは 
 ・日本では医者の研修生のイメージ  ・欧米就職ではインターンシップが普通  ・既に日本でも欧米向インターンシップがある 
４．ＪＣＣ中国インターンシップ研修の特長 
 ・就職活動に直結――研修生は正社員候補生で  ・研修先企業を厳選――日系、有名外資系企業を中心に 
 ・研修生にも満足な待遇――住居、食事提供、月手当支給 
・現地サポートは日本人職員――北京、大連、上海、広州 
・研修終了後の就職相談――就職を保証するものではありません 
・最近の参加者の傾向――休学する大学生、新卒の増加  ・参加条件、費用など 〈質疑応答〉 

 


